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柏崎市と情報化
柏崎市は、昭和60（1985）年からDXの基盤となる行政
事務のデジタル化を進めてきました。

5

〇昭和60（1985）年

庁内に電算機導入準備班を設置

〇平成14（2002）年～平成17（2005）年

ICTインフラ整備による 情報化基盤構築

〇平成23（2011）年

・ 情報CIO補佐官の登用

 ・ 情報化関連業務委託（包括アウトソーシング）の開始

〇令和3（2021）年

・ 柏崎市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画

・市内情報関連産業の売上高約77億円を達成

〇令和8（2026）年

柏崎市 第二次デジタル・トランス

フォーメーション（DX）推進計画

〇昭和62（1987）年

情報産業振興のため

第三セクターを設置

〇昭和61（1986）年

ソフトパーク構想を策定



ＤＸとは？
（デジタル・トランスフォーメーション）

デジタル技術やデータを活用して、製品・サービス、ビジネ
スモデルだけでなく、業務そのものや組織、プロセス、企業
文化・風土を変革（トランスフォーメーション）していくこと
を意味します。

6

デジタル技術を活用して、
業務の在り方、考え方を変革していく

業務を変革させるために必要なことは、業務の棚卸です。

・なぜ、その業務が必要なのか

・なぜ、そのやり方なのか

・市民にとっても、行政にとっても、より手軽で効率的な

方法はないのか

柏崎市では、より良い手法としてデジタル技術を活用しつつ、

アナログ的な改善も含めた両面からの見直しにより、業務の

在り方、考え方の変革を目指していきます。

【DX基本原則】

●デジタル技術の活用原則

・DXのキーテクノロジーを知ろうとする

・デジタル技術の活用を“発想”する

●ビッグデータの活用原則

・現状や課題をデータで理解しようとする

・データ分析により立案、政策効果を高める

・データを基に評価、改善する

●現場主義の原則

・現場のニーズ・課題を起点とする

・繰り返し現場に通う

・現場と一体になり取り組む



２
計画策定の
背景
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国の動向

〇自治体デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画を策定 －総務省－

令和8（2026）年度～

➢自治体フロントヤード改革の推進
➢地方公共団体情報システムの標準化
➢ 「国・地方デジタル共通基盤の整備・運用に関す
る基本方針」に基づく共通化等の推進

➢公金収納におけるｅＬ－ＱＲの活用
➢マイナンバーカードの取得促進・利用の推進
➢セキュリティ対策の徹底
➢自治体のＡＩの利用推進
➢テレワークの推進

～令和7（2025）年度

➢自治体フロントヤード改革の推進
➢自治体情報システムの標準化・共通化
➢公金収納におけるｅＬ－ＱＲの活用
➢マイナンバーカードの普及促進・利用の
推進

➢セキュリティ対策の徹底
➢自治体のＡＩ・RPAの利用促進
➢テレワークの推進

〇デジタル社会の実現に向けた重点計画を策定 －デジタル庁－

重点的な取組

◆AI・デジタル技術等のテクノロジーの徹底活用
による社会全体のデジタル化の推進

◆AI－フレンドリーな環境の整備 （制度・データ・
インフラ）

◆競争・成長のための協調
◆安全・安心なデジタル社会の形成に向けた取組
◆我が国のDX推進力の強化（デジタル人材の確
保・育成と体制整備）

取組の方向性

◼異分野を含めた関係行政機関・民間事業者の協
業（連携・協力）による従来にない新たな価値の
創出

◼制度・業務・システムを一体として捉え、三位一
体で取組推進

デジタル化のメリットを実感できる
分野を着実に増やす

8



9

9
7

,6
3

8
 

9
9

,2
6

5
 

1
0

1
,4

2
7

 

9
7

,8
9

6
 

9
4

,6
4

8
 

9
0

,6
7

6
 

8
6

,8
3

3
 

8
1
,5

2
6

 

7
5

,1
1
1
 

7
0

,3
0

6
 

6
5

,5
2

2
 

6
0

,7
1
8

 

5
5

,9
2

3
 

5
1
,2

1
7

 

6
5

.6
%

6
4

.8
%

6
4

.5
%

6
2

.5
%

6
1
.4

%

6
0

.2
%

5
7

.2
%

5
4

.3
%

5
4

.0
%

5
3

.0
%

5
1
.9

%

4
9

.6
%

4
7

.5
%

4
6

.5
%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

S
6

0
(1

9
8

5
)

H
0

2
(1

9
9

0
)

H
0

7
(1

9
9

5
)

H
1
2

(2
0

0
0

)

H
1
7

(2
0

0
5

)

H
2

2
(2

0
1
0

)

H
2

7
(2

0
1
5

)

R
0

2
(2

0
2

0
)

R
0

7
(2

0
2

5
)

R
1
2

(2
0

3
0

)

R
1
7

(2
0

3
5

)

R
2

2
(2

0
4

0
)

R
2

7
(2

0
4

5
)

R
3

2
(2

0
5

0
)

柏崎市の人口及び生産年齢人口の割合の推移（現市域に置き換え）

人口 生産年齢人口の割合 出典 ： 総務省統計局（国勢調査 調査の結果）
国立社会保障人口問題研究所

本市の動向

〇人口減少の加速 －将来的に生産年齢人口は46.5％－

今後も、減少傾向は続くものと思われ、令和32（2050）年には５.1万人と予想されています。
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本市の動向

〇市民生活を支える多くの分野で人材が不足

多くの産業で就業者数が減少するとともに、事業所数も減少しています。
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本市の動向
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柏崎市職員数の推移（単位：人）

目標 実績
出典
H18（2006）～ R07（2025)：総務省（地方公共団体定員管理調査結果）
R04（2022)～ R15(2033)：柏崎市定員管理計画

〇人材確保策と併せて、DXによる職員数の適正化・人材育成

多様化、複雑化が進む行政課題に対し、DXの積極的な活用を進めます。



３
これまでの
総括
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課題と改善点

柏崎市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進

計画（令和3（2021）年度～令和７（2025）年度）

（以下「第一次推進計画」という。）を策定以降、毎年、

個別計画の見直し、追加を行いました。

その結果、民間企業が独自に採点したランキングに

おいて上位の評価を得ることにつながる一方で、

次のような課題と改善点が見えてきました。

〇課題１：市民全世代が「便利になった」と
                                  感じる機会の充実

〇課題２：行政事務の効率化・見直し

デジタル技術を活用した市民サービスを展開し、
「便利になった」と実感していただく機会を増やす
必要があります。市民に対しても“誰もがデジタル
技術の恩恵を受けられるような取組（デジタルデ
バイド対策など）”を進めます。

13

達成した成果と評価

〇25事業をおおむね計画どおりに実施

・全国自治体ＤＸ進捗度ランキング２０２４

（株式会社 時事通信社）

：人口８万人以下 １位

・自治体ドックランキング２０２５

（株式会社うるる）

：中規模自治体（５万人以上１０万人未満） ２位

受付手法の多様化（紙、オンライン申請、電話、
FAXなど）により、一部の業務では負担が増加し
ている状況にあります。これを解消するため、AI
などの技術を取り入れ、業務改善を図る必要が
あります。



４
計画の全体像
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〇将来都市像の実現に向けて、
市民も行政もDXのメリットを実感できる機会を増やす

市民と行政の双方がDXのメリットを実感できる機会を増やす

ことで、本市の将来都市像「笑顔とenergy（エナジー）あふれる

未来都市・かしわざき」の実現につなげていくことを目的に、

柏崎市第二次デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画

（以下「本計画」という。）を策定します。

〇令和8（2026）年度から令和11（2029）年度までの４年間

柏崎市第六次総合計画前期基本計画と整合性を図りつつ、一体的に推進するため同じ計画期間とします。

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

令和13年度
（2031）

令和14年度
（2032）

令和15年度
（2033）

第六次総合計画

第二次DX推進計画

基本構想

前期基本計画

15

計画の目的

計画期間

DX
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〇将来都市像の実現をデジタル技術で加速するための実行計画

本計画は、本市の最上位計画である柏崎市

第六次総合計画に掲げる将来都市像「笑顔

とenergy（エナジー）あふれる未来都市・

かしわざき」の実現をデジタル技術で加速

するための実行計画として位置付けます。

併せて、各種指針等と整合性を図ります。

柏崎市
第六次総合計画

将来都市像
「笑顔とenergy(エナジー)

あふれる未来都市・かしわざき」

柏崎市
行政改革指針

柏崎市第二次
DX推進計画

柏崎市人材育成指針

連
携

実行

連携

計画の位置付け
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情報化推進本部本部会
【構成員】

会長：市長
副会長：副市長（CIO）
構成員：副市長、教育長、部長級職員、総務課長、人事課長、

企画政策課長、財政管理課長、情報政策官（情報CIO補佐官）

外部専門家
情報政策官

DX推進所管課
企画政策課

情報化関連業務包括
アウトソーシング事業者

個別計画の実施主体
各業務主管課

技術的助言

技術的助言

進行管理・事業評価進捗報告

行政改革・業務
改善所管課
人事課

連携

〇進行管理と改定

所管部局は、情報化推進本部に対して、
原則として毎年、本計画に基づく事業報
告を行います。個別計画は、内容の熟度
などを考慮し、更新又は新規個別計画
を追加するなどの見直しも行います。

〇計画本体と個別計画で
着実に実行

計画の枠組み・推進体制

計画本体では、DXを推進するための基
本理念、取組方針及び主な施策を設定
します。

個別計画では、取組方針に紐づく個別
の取組の現状と課題や推進の方向性を
整理した上で、具体的な取組スケジュー
ル、KPI、所管部局を設定します。



５
基本理念
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基本理念（ビジョン）
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【もう一歩先の「便利」へ】

第一次計画では「一歩踏み出すDX」として、デジタル化の基盤

整備と意識改革に取り組んできました。本計画では、この成果

を土台に、市民・企業の皆様により質の高い価値を提供し、行

政運営の更なる高度化を目指し、もう一歩先の「便利」へ
という基本理念を掲げます。

また、この理念を実現するための取組方針として

・市民・企業を対象とした行政サービス展開

・行政運営の効率化・コスト削減

の両輪で、関連する個別計画を策定し、確実に進めます。

【基本理念】
もう一歩先の「便利」へ

市民・企業を
対象とした

行政サービス展開

取組方針1 取組方針2

行政運営の
効率化・
コスト削減



市民の利便性向上

行政運営の効率化

4年後の姿

【もう一歩先の「便利」へ】

【オンライン手続】
手続・情報照会の多くが

オンラインで可能

【キャッシュレス決済】
公共施設での支払いが

キャッシュレスに

【DXによる地域活性化】
デジタルの浸透・活用により

業務効率・利便性UP
【デジタル活用の浸透】
学習機会の創出により

誰もがデジタルを活用

【効率的な窓口】
書かない窓口、待たない窓口

行かない窓口の実現 【AI利活用】
生成AIなどを利用した

業務改善

【データ連携】
国が進める情報化の推進

【データに基づいた政策】
ビッグデータを活用した

施策の展開・評価

4.3 cm

4.3 cm 4.3 cm

20



6
取組方針と
個別計画
（詳細）

21



6－1
取組方針1：市民・企業を対象とした行政サービス展開

施策２：産業や暮らしにおけるデジタル技術活用の推進

施策１：デジタルデバイド対策の推進

施策３：手続のオンライン化の拡充

施策４：公金等のキャッシュレス化の拡充

方針：市民・企業を対象とした行政サービス展開

22

誰もが、いつでも、どこでも、
      簡単に利用できる行政サービスの実現

オンライン申請の拡充にとどまらず、一人ひとりのニーズに
応じた情報提供や、ライフイベントに寄り添ったサービス連
携を実現します。デジタルデバイドへの配慮も継続しながら、
誰もがデジタル技術の恩恵を受けられる行政サービスの展開
を目指します。



システム利用などに関連する講座を開
催し利用向上を促します。

【評価指標】
●健（検）診予約のオンライン率

●公共施設予約のオンライン率

実施内容・評価指標
デジタルデバイド対策（デジタルに不慣
れな方に寄り添い、困りごとを一緒に
解決する取組）が十分ではありません。

現状

誰もがデジタル技術の恩恵を享受でき
る環境が整い、利活用が進みます。

目指す姿（第六次総合計画）：
4-3 多様なニーズに応じた

生涯学習の充実

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

現状把握、情報収集、検討

システム構築

運用開始

23

6-1-1-1
デジタルデバイド

対策の推進

年齢や身体的な問
題などを問わず、
誰もがデジタル技
術の恩恵を享受で
きる環境を整備し
ます。

デジタル技術
活用の学習
機会確保

【担当課】
企画政策課
他 関係課

【重点計画】

基準値（R7） 目標値(R11)

40％
（3,278件）

70％
(7,000件)

基準値（R7） 目標値(R11)

5％
（1,461件）

40％
(約12,000件)



新システムへ変更し、施設利用者の利便
性向上を図ります。

【評価指標】
●公共施設予約のオンライン率

●オンライン決済利用率

実施内容・評価指標
システム導入から10年以上が経過し、
操作性やオンライン決済に対応してい
ないなどの課題があります。

現状

公共施設の予約から支払いまでの手続
をオンラインで完結できる仕組みを作
り、利便性向上に寄与します。

目指す姿（第六次総合計画）：
5-5 行政運営の効率化と質の向上

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

準備期間

運用開始

24

6-1-2-1
産業や暮らしに
おけるデジタル
技術活用の推進

現行システムの更
新を行い、オンライ
ン決済や施設の予
約を容易にできる
環境を整えます。

公共施設予約
システム更新

【担当課】
企画政策課

基準値（R7） 目標値(R11)

5％
（1,461件）

40％
(約12,000件)

基準値（R7） 目標値(R11)

0％
（新規構築のため）

40％
(約3,000件)



人口減少（人材不足）による企業力低下
や労働者の高齢化による技術継承問題
が顕在化し始めています。

現状

産業界における人材不足の解消と技
術の継承を目指します。また、生産性
向上につながる投資を事業者が躊躇
なく進められる事業環境の創出を図り
ます。

目指す姿（第六次総合計画）：
3-2 ものづくり産業の基盤強化

3-3 新たな産業の創出と地域経済の発展

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

デジタル化啓発・相談事業

デジタル技術活用実践事業

デジタル人材育成・確保事業

25

6-1-2-2
産業や暮らしに
おけるデジタル
技術活用の推進

生産性の向上や技
術継承、人口減少
による人材不足に
対応する手段とし
て、産業界のDX
化を支援します。

産業のＤＸを
実践するデジ
タル人材の育
成・企業づくり

【担当課】
ものづくり振興課

段階的なメニューで企業を支援します。

【評価指標】
● DX推進セミナー、DX企業見学会

● DXチャレンジ支援事業

※「柏崎市DX推進ラボ協議会」目標指標より

実施内容・評価指標

基準値（R7） 目標値(R9)

65人
（R8.1時点）

160人以上
(R7～R9年度の累計)

基準値（R7） 目標値(R9)

4件
（R8.1時点）

9件以上
(R7～R9年度の累計)



オンライン診療可能な診療場所の増設と
オンライン服薬指導の活用を推進します。

【評価指標】
●オンライン受診の利用率

●オンライン服薬指導の利用率

実施内容・評価指標複数の診療所を担当する医師の移動負
担が大きくなっています。また、オンラ
イン診療を行っても薬の受け取り、支
払で診療所に行く必要があります。

現状

オンライン診療を活用することにより、
市民がどこに住んでいても、将来にわ
たって適切な医療を受けることができ
る体制を維持します。

目指す姿（第六次総合計画）：
3-4 持続可能な医療体制の確保

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

他診療所からのオンライン診療

オンライン服薬指導の推進

地区集会所等でオンライン診療

26

6-1-2-3
産業や暮らしに
おけるデジタル
技術活用の推進

タブレットや遠隔
聴診器などを活用
したオンライン診
療を拡充すること
により診療体制を
維持し、利用者の
利便性を向上させ
ます。

ICTを利用した
オンライン診療

の拡充

【担当課】
国保医療課

基準値（R7） 目標値(R11)

0.8％
（18件）

3％
(約60件)

基準値（R7） 目標値(R11)

5.5％
（120件）

8％
(約160件)



学習端末からの学習状況などのデータ
を、指導や支援にいかす仕組みは整備
途上にあります。

現状

学習データの利活用により校務の効率
化を進め、勤務時間内における児童生
徒一人ひとりへの指導・支援の充実に
つなげます。

目指す姿（第六次総合計画）：
4-1 生きる力を育む学校教育の推進

4-2 教育環境の充実

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

現状把握と活用の検討

効果的な活用の充実

成果や取組の共有、定着

27

6-1-2-4
産業や暮らしに
おけるデジタル
技術活用の推進

GIGAスクール構
想により整備され
た一人一台環境と
校務支援システム
を最大限に活用し、
児童生徒の主体的
な学びと教職員の
働き方改革を一体
的に進めます。

教育DX
推進計画

【担当課】
学校教育課

基準値（R7） 目標値(R11)

XXX件
（2％）

14,000件
(40％)

基準値（R7） 目標値(R11)

0件
（新規構築のため）

4,000件
(40％)

教職員のICT・データ利活用を定着させ、
成績・出席・指導記録等の一元管理を行
います。校務処理の効率化を通して、時
間外在校等時間の縮減につながる業務
改善を進めます。

【評価指標】
●１か月の時間外在校等時間が
   45時間以下の教職員割合

実施内容・評価指標

基準値（R7） 目標値(R11)

69％ 90％



国のシステムを導入し、電子化となる基
盤を構築します。併せて、手数料キャッ
シュレス化を進めます。

【評価指標】
●建築確認申請のオンライン率

実施内容・評価指標

紙主体の申請のため、窓口での受付及
び現金で手数料の納付を行っています。

現状

申請から結果通知までオンライン化で
完結します。

目指す姿（第六次総合計画）：
5-5 行政運営の効率化と質の向上

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

準備期間

運用開始

28

6-1-3-1
手続の

オンライン化の
拡充

建築確認申請（申
請書・図面・手数料
決済など）をオン
ライン化し、業務の
効率化と質の向上
を図ります。

建築確認申請
の電子化

【担当課】
建築住宅課

基準値（R7） 目標値(R11)

0％
（新規構築のため）

50％
(約50件)



Web上で申込み・予約が完結する専用
のオンライン申請システムを構築します。

【評価指標】
●戸別収集申込みオンライン率

●受付・処理に要する時間

実施内容・評価指標

粗大ごみ戸別収集の申込みは電話受付
のみで対応しています。

現状

市民が24時間365日申込みができる
「便利さ」を実現します。

目指す姿（第六次総合計画）：
1-9 持続可能な資源循環の推進

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

システム構築

①戸別収集オンライン開始

②直接搬入オンライン開始・電子
決済の導入

29

6-1-3-2
手続の

オンライン化の
拡充

粗大ごみ戸別収集
申込みをオンライ
ン化し、一連の業
務をデジタル化す
ることで行政効率
化も同時に図りま
す。

粗大ごみ
収集予約の
オンライン化

【担当課】
環境課

基準値（R7） 目標値(R11)

0％
（新規構築のため）

50％
(約3,800件)

基準値（R7） 目標値(R11)

2,300ｈ
1,610h

(30％削減)

１ 2



市民が納付をするには、指定された金
融機関や市役所窓口に行く必要があり
ます。

現状

市民は、スマートフォンやタブレットで
いつでもどこでもオンライン納付が可
能となります。

目指す姿（第六次総合計画）：
5-5 行政運営の効率化と質の向上

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

システム改修・検証

運用開始（R8.9～）

順次対象業務を拡充
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6-1-4-1
公金等の

キャッシュレス化

地方税統一ＱＲ
コード(以下「ｅＬ－
ＱＲ」という。）を用
いた仕組みを導入
し、税以外の公金
についてもｅＬＴＡ
Ｘによる納付を可
能とします。

公金収納に
おけるｅＬＴＡＸ

の活用

【担当課】
会計課

企画政策課

国や金融機関と連携し、市の財務会計シ
ステムを改修してeL-QR付納入通知書
を発行します。対象となる業務（歳入予
算科目）を増やすことで利便性向上を図
ります。

【評価指標】
●対象となる歳入予算科目数

実施内容・評価指標

基準値（R7） 目標値(R11)

0件
（新規構築のため）

130件



園児の保育料、給食費、延長保育料以
外に必要な経費を現金で徴収している
ため、管理コストが発生しています。

現状

職員が園児と向き合う時間を拡充し、
保育の質を向上させます。

目指す姿（第六次総合計画）：
2-2 出会い・結婚・安心して

産み育てられる環境の充実

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

現状把握、情報収集、検討

システム構築

運用開始
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6-1-4-2
公金等の

キャッシュレス化

現金で徴収してい
る保険料、絵本代、
制服代などキャッ
シュレス化します。

公立保育園
キャッシュレス
決済の導入

【担当課】
保育課

保育ICTシステムを活用し、キャッシュレ
ス決済に移行します。

【評価指標】
●キャッシュレス決済の利用率

●業務に要する時間

実施内容・評価指標

基準値（R7） 目標値(R11)

0％
（新規構築のため）

90％
(370件)

基準値（R7） 目標値(R11)

375ｈ
175h

(200h削減)



6－2
取組方針2：行政運営の効率化・コスト削減

32

デジタルで賢く、強く、
持続可能な行政の実現

業務のデジタル化を更に進め、ＡＩ・ＲＰＡや生成ＡＩなど
を活用して業務プロセスを抜本的に見直します。あわせて、
標準化されたクラウド基盤でシステム・データを一元的に活
用できる環境を整備し、行政資源の最適活用とコスト削減を
図ります。

施策２：地方公共団体情報システム標準化・共通化の推進

施策１：効率的な窓口業務への変革

施策３：内部業務の高度化・効率化の推進

方針：行政運営の効率化・コスト削減



コンビニ交付やオンライン申請が普及
し市民の利便性は向上しているものの、
内部業務は処理が煩雑化しており職員
の業務負担が大きくなっています。

現状

市民サービスを維持しつつ、窓口開庁
時間以外であっても、市民が手続など
ができる環境を目指します。

目指す姿（第六次総合計画）：
5-5 行政運営の効率化と質の向上

33

6-2-1-1
効率的な窓口業務

への変革

市民サービスの維
持・利便性向上と
窓口業務の効率化
を目指した改革を
実施します。

窓口改革

【担当課】
総務課
人事課

企画政策課

【重点計画】

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

現状把握・分析

対策検討

運用開始（R9.1～）

デジタル技術による行政サービスの展
開をしつつ、延長窓口の廃止や受付時間
の短縮を図ります。

【評価指標】
●延長窓口の開庁時間

●窓口業務に係る時間外業務時間

実施内容・評価指標

基準値（R7） 目標値(R11)

236ｈ 0ｈ

基準値（R7） 目標値(R11)

348h／月
（窓口担当課の

10月～12月平均）
0ｈ／月



システム開発元事業者などの申出に伴
い、国の指定する期限までに安全に移
行できるよう、一部システムの移行時
期延伸を行いました。

現状

全20業務を標準準拠システムで行え
る状態にします。

目指す姿（第六次総合計画）：
5-5 行政運営の効率化と質の向上

34

6-2-2-1
地方公共団体
情報システム
標準化・共通化

の推進

情報システム
標準化・共通化

【担当課】
企画政策課

標準化法などに基
づき、国が掲げる
期限までに基幹業
務システムを標準
準拠システムへ移
行します。

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

標準準拠システム移行作業

運用開始（R10.1～）

令和10(2028)年1月末までに、総合
行政システム（対象17業務）の標準準拠
システムへ移行します。

【評価指標】
●システム移行率

実施内容・評価指標

基準値（R7） 目標値(R11)

15％
(3業務)

100%
(20業務)



現況届（約2,000件）の目視確認作業
が３か月程度かかります。また、新年度
入園申込み（約300件）も別途手作業
が発生しています。

現状

現況届では、作業時間の短縮と確認精
度の向上を図ります。
新年度入園申込みでは、作業短縮に伴
う内定通知発送の早期化を図ります。

目指す姿（第六次総合計画）：
 5-5 行政運営の効率化と質の向上

35

6-2-3-1
内部業務の

高度化・効率化
の推進

現況届・新年度
入園申込みの
電子化

【担当課】
保育課

基準値（R7） 目標値(R11)

XXXh
XXXh

(20％削減) 在園児の現況届と
システムに入力さ
れている内容の突
合作業や、新年度
入園申込み作業を
自動化します。

自動化処理（RPA）構築による作業効率
化を図ります。

【評価指標】
●現況届に係る作業時間

●入園申込みに要するコスト

実施内容・評価指標

基準値（R7） 目標値(R11)

550ｈ
455ｈ

（95h削減）

基準値（R7） 目標値(R11)

520千円
180千円

（340千円削減）

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

電子化検討、順次開始
※標準準拠システムの稼働
状況により変動有り。

現況届
新年度入園



クラウド上での空き家別データベースを
構築し、一元管理による業務効率化を図
ります。

【評価指標】
●1件当たりの業務時間

実施内容・評価指標
紙及びExcel/Word主体の情報管理
のため、ミスが生じやすく、確認に時間
がかかります。

現状

行政指導文書作成時に、現地調査結果
や過去の行政指導文書内容を容易に
確認でき、事務の効率化が図れます。

目指す姿（第六次総合計画）：
 1-1 魅力ある都市環境と住環境の整備
 5-5 行政運営の効率化と質の向上

36

6-2-3-2
内部業務の

高度化・効率化
の推進

空き家データ
管理

【担当課】
建築住宅課

基準値（R7） 目標値(R11)

220分
176分

(20％削減) 紙・Excel・Word
ベースで行ってい
る空き家現地調査
～データ入力～行
政指導文書送付～
全体記録をデータ
ベース化し、業務
の効率化を図りま
す。

項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

仕様確定、準備

運用開始
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個別計画一覧
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個別計画一覧
取組方針1：市民・企業を対象とした行政サービス展開

38

事業名 項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

【重点計画】
デジタル技術活用の
学習機会確保

現状把握、情報収集、検討

システム構築

運用開始

公共施設予約システム
更新

準備期間

運用開始

産業のＤＸを実践する
デジタル人材の育成・
企業づくり

デジタル化啓発・相談事業

デジタル技術活用実践事業

デジタル人材育成・確保事業

ICTを利用したオンライン
診療の拡充

他診療所からのオンライン診療

オンライン服薬指導の推進

地区集会所等でオンライン診療

教育DX推進計画

現状把握と活用の検討

効果的な活用の充実

成果や取組の共有、定着



取組方針1：市民・企業を対象とした行政サービス展開

39

事業名 項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

建築確認申請の電子化
準備期間

運用開始

粗大ごみ収集予約の
オンライン化

システム構築

①戸別収集オンライン開始

②直接搬入オンライン開始・電子
決済の導入

公金収納における
ｅＬＴＡＸの活用

システム改修・検証

運用開始（R8.9～）

順次対象業務を拡充

公立保育園キャッシュレス
決済の導入

現状把握、情報収集、検討

システム構築

運用開始

１ 2

個別計画一覧



取組方針2：行政運営の効率化・コスト削減

40

事業名 項目 R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)

【重点計画】
窓口改革

現状把握・分析

対策検討

運用開始（R9.1～）

情報システム標準化・
共通化

標準準拠システム移行作業

運用開始（R10.1～）

現況届・新年度入園申込み
の電子化

電子化検討、順次開始
※標準準拠システムの稼働
状況により変動有り。

現況届
新年度入園

空き家データ管理
仕様確定、準備

運用開始

個別計画一覧



8
【別添】
人材育成
（DX人材育成）
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■概要
「国ＤＸ計画」の改定及び総務省「人材育成・確保基本方針策定指針」 の策定に伴い、“デジタル人材の育成・確

保が望ましい”とされています。当市においても、 「理想の職員像」を職階ごとに整理した上で、現状とのギャッ

プを埋めるための取組を行います。 一方、 有効なサービスの選定、適正コストでの調達、技術的視点での運用

改善など、職員の習得が難しい分野については、当市の特徴である情報化関連業務の包括アウトソーシングを

活用し、専門事業者のサポートを受けながら推進します。

■分類の定義

「理想の職員像」を示す上で、以下の分類ごとに体系立てて整理します。

〇大分類

・ベーシック ：ＤＸ以前にできてほしいこと

・ＤＸ ：ＤＸに向けてできてほしいこと

〇中分類

・コンピテンシー ：基本的な振る舞い、

行動特性（能力の所持ではなく、

能力を活用しているか）、

仕事をする上で土台となるもの

・デザイン ：市民目線でサービスを設計し実現できること

・デジタル ：デジタル技術やデータを活用できること

42



■理想の職員像
職階ごとに整理した「理想の職員像」を以下に示します。
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■現状
職員アンケートを実施した結果、「理想の職員像」と現状とで
ギャップがあることが分かりました。

〇業務改善の意識不足
職階が上がるにつれ、業務効率化やサービス向上に向けた
チャレンジ意識が高い傾向にありますが、事務主体となる
主査・主事の意識が低い傾向にあります。
・改善にチャレンジしている主査・主事 25.7％

〇説明や交渉への苦手意識
各職階で全体的に苦手意識があり、根拠やデータを収集・整理
するスキルや、考えをまとめて言語化するスキルを向上させる
必要があります。行政の取組を市民に分かりやすく伝えるため
にも、ＥＢＰＭを実践できる人材を育成します。
・根拠やデータを基に分かりやすい説明や交渉ができている
部長・課長 36.6％
課長代理・係長・主任 22.5％
主査・主事 21.0％

・ ＥＢＰＭという言葉を知っている又は取り組めている
部長・課長 51.2％
課長代理・係長・主任 25.5％
主査・主事 22.0％

業務の見直し(点検)方法やデジタ
ルツール活用法に関する研修を行
い、 ＢＰＲ・業務効率化などによる
削減効果を体感してもらうことで
意識向上を図ります。

１回の座学(研修)だけにとどまら
ず「学んだことを活用する」ところ
まで伴走支援することで、苦手意
識の克服を図ります。
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〇デジタル技術やＤＸ関連用語への関心が高くない

民間事業者との連携や業務改善を進める上での基礎となる

   デジタル技術やＤＸ関連用語に更に興味・関心を持つ必要が

   あります。

・デジタル技術やＤＸ関連用語を自分の言葉で説明できる

部長・課長 13.4％

課長代理・係長・主任 5.8％

主査・主事 8.2％

定期的な e ラーニングを実施す
ることで、 興味・関心を持つ前の
知識向上を図ります。

■取組内容
座学的な研修での学習（習得）だけでなく、実践の機会（利活用）や振り返り
（実践についての対話やフィードバック）の場を設けることで、その場だけで
終わらず、実際の業務に研修内容を反映できる取組を進めます。

〇具体的な研修例
・動画視聴（e ラーニング含む）
・庁内、庁外（民間、他自治体など）の事例展開
・既存計画、ガイドラインなどの理解
ＤＸ推進計画、情報セキュリティポリシー、会議改善ガイドライン、
行政手続オンライン化実施ガイドライン など
・生成AIなど、デジタルツールに関する研修
・その他、アンケート結果を基とした新規研修

研修
（知識を学ぶ入口的存在）

実際の業務での
実践の機会

実践についての
振り返り・対話・
フィードバック

学びのための
３要素
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■目標指標
「理想の職員像」へと近づけるように次のスケジュールでＤＸ人材の育成を推進します。

No 指標 対象
令和8（2026）

年度
令和9（2027）

年度
令和10（2028）

年度
令和11（2029）

年度

1

ＲＰＡ、オンライン申請、その他デジタ
ルツールの活用やデータ利用により、
業務の仕組みを改善した経験のある
職員割合（アンケートにより集計）

主査、
主事

３０％ ３５％ ３８％ ４０％

2

事業説明時などに必要となるデータ
分析などに関する研修会や、生成AI
などのデジタルツールに関する研修
会への参加人数（年度計）

全職階 10０人 11０人 120人 130人

3

政策立案、分析をする際、ＥＢＰＭやＫ
ＰＩ分析を活用し、評価している職員
割合（アンケートにより集計）

部長、
課長

４５％ ５０％ ５３％ ５５％

課長代理、
係長、
主任

２５％ ３０％ ３３％ ３５％

主査、
主事

２２％ ２７％ ３０％ ３２％

4

ＤＸ、サービスデザイン思考、 ＥＢＰＭ
などの用語を自分の言葉で説明でき、
重要性を理解している職員割合（ｅ
ラーニングなどによるテストで７０点
以上の職員割合）

部長、
課長

２０％ ２５％ ３０％ ３５％

課長代理、
係長、
主任

１８％ ２３％ ２８％ ３０％

主査、
主事

１５％ ２０％ ２３％ ２５％
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